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おもな
もくじ

　３月４日（土）柏崎市総合福祉センターにおいて、ボランティアセンター主催のボラン
ティア大交流会が開催されました。２つの団体による活動発表の後、「活動してよかったこ
と・これから活動したいこと」をトークテーマに、40名を超える参加者が日ごろの活動を
紹介しあい、交流を深めました。さらに交流を深めるための道具として特製の名刺を用意し
ました。仲間づくりの第一歩は、名刺交換から！ボランティア活動の新たな可能性に繋が
る、出会いの１日となりました
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地
球
の
裏
側
で
起
こ
っ
た
こ
と
も
、
瞬
時

に
そ
の
情
報
が
飛
び
込
む
時
代
と
あ
れ
ば
、

な
お
さ
ら
な
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
や
概
念
を
も

打
ち
砕
い
て
し
ま
う
よ
う
な
「
ま
さ
か
」
の

出
来
事
が
続
発
す
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
目
を
転
じ

て
も
同
様
で
、
特
に
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
が
も
た
ら
す
様
々
な
課
題
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と

顕
在
化
し
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
に
影
響

を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
中
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
本
年
度
ス
タ
ー
ト
の
柏
崎
市
第
三
次

地
域
福
祉
計
画
と
連
動
し
た
「
第
三
次
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
の
下
、
市
民
の
皆
様
を
始

め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
、
多
様
な

生
活
課
題
・
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

実
情
に
即
し
た
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
新
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま

ず
は
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
理
事
会
・

評
議
員
会
等
の
組
織
再
構
築
を
図
り
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
と
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
法

人
経
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
公
的
制
度
や

現
行
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
拾
い
き
れ
な
い

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
ま

す
。
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
生
活
困
窮

者
や
障
害
の
あ
る
方
、
ひ
き
こ
も
り
者
へ
の

自
立
支
援
、
独
居
高
齢
者
へ
の
見
守
り
、
市

民
後
見
人
の
養
成
・
活
動
支
援
等
、
日
常
生

活
全
般
を
支
え
る
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
託
事
業
の

拡
大
・
充
実
、
こ
ど
も
の
孤
食
解
消
に
向
け

て
の
「
こ
ど
も
食
堂
」
へ
の
取
り
組
み
等
、

共
働
き
や
ひ
と
り
親
の
こ
ど
も
世
帯
へ
の
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
今
年
度
新
た
に
始
ま
っ
た
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
に
対
応
し
、

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
訪
問
介
護
・

訪
問
看
護
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営

等
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
こ

れ
ら
の
仕
事
に
従
事
す
る
専
門
職
が
集
結
し

て
い
る
扇
町
介
護
保
険
事
業
セ
ン
タ
ー
の
改

築
移
転
も
、
今
秋
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
を
始
め
、

各
組
織
・
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
等
と

連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
ス
タ

ー
ト
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　人と人との繋がりにおいては、価値観の相違や担い手不足等により地域コミュニティの
希薄化が危ぶまれており、要援護者等の社会的孤立や高齢独居者の孤独死、虐待や成人の
ひきこもりなど、公的制度や現行の福祉サービスだけでは拾いきれない多様な課題が広が
りつつあります。

　当会の地域福祉事業においては、柏崎市第三次地域福祉計画と連動する「第三次柏崎市地域福祉活動計画」の初
年度にあたり、地域住民や行政、関係機関等との協働のもとに、多様な生活課題・福祉ニーズに応えるため、実情
に則した事業を、順次、展開してまいります。

「経営基盤の強化と組織ガバナンス強化に向けた組織体制の整備」

　法人運営部門では、改正社会福祉法に基づいた法人組織のガバナンスと経営基盤の強化を目的に、財源、人材、

設備、情報を有効活用し、組織の再構築を図り、効率的な法人経営に努めるとともに、住民ニーズに基づいた社

協らしい価値ある事業の更なる発展、充実を目指した組織体制の整備に努めます。

■ 総務課重点項目【総務係・経理係】
●改正社会福祉法による社協組織の体制と組織ガバナンス強化 ●地域における公益的な取り組みの実践
●扇町介護保険事業センターの建設と敷地周辺の整備 ●働き方改革による職場環境の整備
●職員の退職等に伴う後継者の人材育成・人材確保

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

若

　山

　正

　樹

基本方針

　地域福祉を計画的に推進するために、共通の目標と役割分担などを定めた第三次地域福祉活動計画が計画期間

の初年度を迎えることから、これまでの実施状況を踏まえ、計画の周知と推進に努めます。

　コミュニティセンターの単位を日常生活圏域に設定し、各地区のコミュニティ振興協議会や町内会、その他関

係行政機関等と連携し、住民同士が地域の福祉課題について協議する場づくりに努め、支え合い活動を推進して

いきます。

■ 地域福祉課重点項目【生活支援係・地域福祉係・こども支援係】
●第三次地域福祉活動計画の推進に向けた基盤整備
●生活困窮者自立支援事業等の相談支援体制の充実・強化
●市民後見人の活動を支援する環境整備と体制強化
●放課後児童クラブ運営受託事業の事務局強化

    「 つながる介護 」 ～ 最大限の力を発揮して進化しよう ～

　訪問事業課では、高齢者や障がい者が可能な限り自宅で自立した生活が営めるように、地域全体で要介護者を

支える一端を担い、地域貢献に取り組んでいきます。

　介護支援事業課では、要介護者、要支援者等が住みなれた地域で、生きがいを持って自分らしく、安心して暮

らせるよう、関係機関との連携強化に努めます。また介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）

開始に伴う、介護予防ケアマネジメントへの対応と、地域包括ケアシステムの構築に貢献していきます。

　通所介護事業課では、それぞれデイサービスセンターの特色を活かしながら、高齢者のみならず、障がい者へ

のサービス提供を図り、利用者の多様化したニーズに答えながら、質の高いサービス提供を行っていきます。

■ 訪問事業課重点項目【訪問介護係・訪問入浴係・障害福祉サービス係・相談支援係・訪問看護係】
●総合事業実施にあたり対象者への適切なサービスの提供
●利用者および家族から信頼される充実したサービスの提供
●多様なニーズに対応できるスキルの高い職員育成のための研修の実施

■ 介護支援事業課重点項目【介護支援第1・2係・地域包括支援係（西地域包括支援センターまちなか・くじらなみ）】
●地域包括支援センターにおける「地域包括ケアシステム」の構築に向けた取り組みと総合事業への対応
●高齢者一人ひとりの思いを受け止め、自己選択・自己決定を支援する相談援助の実施
●生活に対する意向に基づき、福祉や保健医療などのサービスが総合的かつ適切に提供されるケアマネジメントの提供
●相談援助を行う専門職としての資質向上

■ 通所介護事業課重点項目【赤坂山・松波・北条デイサービスセンター・シニアエクササイズさんわ】
●介護予防から総合事業へのスムーズな移行
●生活機能に着目した個別機能訓練と運動器機能向上サービスの提供
●知識と支援技術を生かした認知症利用者への専門的ケアの提供
●特色ある事業展開を進めるために専門職として必要な知識の習得

●法人運営部門（総務課）

●地域福祉推進部門（地域福祉課）

●在宅福祉サービス事業部門（訪問事業課・介護支援事業課・通所介護事業課）

●法人運営部門（総務課）

●地域福祉推進部門（地域福祉課）

●在宅福祉サービス事業部門（訪問事業課・介護支援事業課・通所介護事業課）

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

柏崎市社会福祉協議会の取り組み平成29年度柏崎市社会福祉協議会の取り組み平成29年度
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●改正社会福祉法による社協組織の体制と組織ガバナンス強化 ●地域における公益的な取り組みの実践
●扇町介護保険事業センターの建設と敷地周辺の整備 ●働き方改革による職場環境の整備
●職員の退職等に伴う後継者の人材育成・人材確保

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

若

　山

　正

　樹

基本方針

　地域福祉を計画的に推進するために、共通の目標と役割分担などを定めた第三次地域福祉活動計画が計画期間

の初年度を迎えることから、これまでの実施状況を踏まえ、計画の周知と推進に努めます。

　コミュニティセンターの単位を日常生活圏域に設定し、各地区のコミュニティ振興協議会や町内会、その他関

係行政機関等と連携し、住民同士が地域の福祉課題について協議する場づくりに努め、支え合い活動を推進して

いきます。

■ 地域福祉課重点項目【生活支援係・地域福祉係・こども支援係】
●第三次地域福祉活動計画の推進に向けた基盤整備
●生活困窮者自立支援事業等の相談支援体制の充実・強化
●市民後見人の活動を支援する環境整備と体制強化
●放課後児童クラブ運営受託事業の事務局強化

    「 つながる介護 」 ～ 最大限の力を発揮して進化しよう ～

　訪問事業課では、高齢者や障がい者が可能な限り自宅で自立した生活が営めるように、地域全体で要介護者を

支える一端を担い、地域貢献に取り組んでいきます。

　介護支援事業課では、要介護者、要支援者等が住みなれた地域で、生きがいを持って自分らしく、安心して暮

らせるよう、関係機関との連携強化に努めます。また介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）

開始に伴う、介護予防ケアマネジメントへの対応と、地域包括ケアシステムの構築に貢献していきます。

　通所介護事業課では、それぞれデイサービスセンターの特色を活かしながら、高齢者のみならず、障がい者へ

のサービス提供を図り、利用者の多様化したニーズに答えながら、質の高いサービス提供を行っていきます。

■ 訪問事業課重点項目【訪問介護係・訪問入浴係・障害福祉サービス係・相談支援係・訪問看護係】
●総合事業実施にあたり対象者への適切なサービスの提供
●利用者および家族から信頼される充実したサービスの提供
●多様なニーズに対応できるスキルの高い職員育成のための研修の実施

■ 介護支援事業課重点項目【介護支援第1・2係・地域包括支援係（西地域包括支援センターまちなか・くじらなみ）】
●地域包括支援センターにおける「地域包括ケアシステム」の構築に向けた取り組みと総合事業への対応
●高齢者一人ひとりの思いを受け止め、自己選択・自己決定を支援する相談援助の実施
●生活に対する意向に基づき、福祉や保健医療などのサービスが総合的かつ適切に提供されるケアマネジメントの提供
●相談援助を行う専門職としての資質向上

■ 通所介護事業課重点項目【赤坂山・松波・北条デイサービスセンター・シニアエクササイズさんわ】
●介護予防から総合事業へのスムーズな移行
●生活機能に着目した個別機能訓練と運動器機能向上サービスの提供
●知識と支援技術を生かした認知症利用者への専門的ケアの提供
●特色ある事業展開を進めるために専門職として必要な知識の習得

●法人運営部門（総務課）

●地域福祉推進部門（地域福祉課）

●在宅福祉サービス事業部門（訪問事業課・介護支援事業課・通所介護事業課）

●法人運営部門（総務課）

●地域福祉推進部門（地域福祉課）

●在宅福祉サービス事業部門（訪問事業課・介護支援事業課・通所介護事業課）

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

柏崎市社会福祉協議会の取り組み平成29年度柏崎市社会福祉協議会の取り組み平成29年度

通所介護事業課重点項目【赤坂山・松波・北条デイサービスセンター・シニアエクササイズさんわ】

生活機能に着目した個別機能訓練と運動器機能向上サービスの提供
知識と支援技術を生かした認知症利用者への専門的ケアの提供
特色ある事業展開を進めるために専門職として必要な知識の習得
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平成29年度　当初収支予算

●柏崎市社会福祉協議会　苦情解決責任者　　事務局長　浅野泰彦　（代表）22－1411

●柏崎市社会福祉協議会　苦情受付担当者
事業（施設）名 受付担当者の役職、氏名 事業（施設）名 受付担当者の役職、氏名

日常生活自立支援事業・法人後見サービス 管理者　大塚真光子 北条デイサービスセンター 管理者　今井　義裕

居宅介護事業所 管理者　政金　清美 シニアエクササイズさんわ 管理者　後藤満利子

相談支援事業所おうぎまち（一般・特定） 管理者　勝海美穂子 ゆたか訪問看護ステーション 管理者　押見留美子

居宅介護支援事業所 管理者　板谷　　絹 柏崎市西地域包括支援センターまちなか 管理者　仲野　玲子

訪問介護事業所 管理者　品田　早苗 柏崎市西地域包括支援センターくじらなみ 管理者　駒谷　久美

訪問入浴介護事業所 管理者　菊池　優子 ●第三者委員
赤坂山デイサービスセンター 管理者　金子　幸男 髙橋　正樹 椎　谷　35-2756

松波デイサービスセンター 管理者　渡邊　和幸 宇佐美みえ子 中央町　22-3321

収
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘 定 科 目 単位：千円

会費収入 12,700
寄附金収入 1,750
経常経費補助金収入 48,555
受託金収入 125,862
事業収入 35,921
介護保険事業収入 650,303
障害福祉サービス等事業収入 59,218
医療事業収入 11,146
受取利息配当金収入 188
その他の収入 11,446
　事業活動収入計 (1) 957,089
設備資金借入金収入 30,000
　施設整備等収入計 (2) 30,000
積立資産取崩収入 74,407
事業区分間繰入金収入 20,555
拠点区分間繰入金収入 25,892
サービス区分間繰入金収入 31,357
　その他の活動収入計 (3) 152,211

合計（1）+（2）+（3） 1,139,300

支
　
　
　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事業区分 拠 点 区 分 単位：千円

社
会
福
祉
事
業

法人運営事業 271,484

受託事業 67,545

介護保険事業 427,810

障害福祉事業 71,742

　社会福祉事業区分合計（４） 838,581

公
益
事
業

受託事業 39,670

指定管理事業 59,119

介護保険事業 201,033

　公益事業区分合計（５） 299,822

収
益
事
業

貸館事業 897

　収益事業区分合計（６） 897

合計（4）+（5）+（6） 1,139,300

　福祉サービスを利用した際、「事前に聞いていた内容と違っている」、「対応に不満がある」などの場合に苦情を申し
立てることができます。
　本会では、話し合いを通じて解決が図られるよう苦情受付担当者を配置しています。直接、苦情が言いにくい場合
など、第三者委員や新潟県福祉サービス運営適正化委員会（025-281-5609）にご相談ください。

苦情解決制度のご紹介
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善意をありがとうございます。
（平成29年２月３日から２月16日）

こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
成
長
を

見
守
る
お
仕
事
、

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
採
用
予
定
数
　
６
名
程
度

■
応
募
資
格

特
に
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

※

保
育
士
資
格
・
教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方
、

　
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
経
験
者
を
優
遇
し
ま
す

■
選
考
方
法
　
面
接
試
験

■
選
考
予
定
日
　
別
途
ご
案
内
し
ま
す

■
受
付
期
間

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
当
会

窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
い
合
せ

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
課
ま
で

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員（
非
常
勤
職
員
）を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
成
長
を

こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
成
長
を

こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
成
長
を

こどもと関わるのが

好きな人

時には大人の目線から、
こどもたちと向き合える人

こんな人に！

　
長
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
事
業

の
増
進
に
寄
与
し
た
個
人
及
び
団
体

を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

１
　
表
彰
の
対
象

　
次
の
各
号
に
該
当
す
る
個
人
及
び

団
体
を
対
象
と
す
る
。

⑴
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
そ

の
他
功
績
顕
著
な
者

⑵
　
社
会
福
祉
施
設
の
役
員
で
そ

の
功
績
顕
著
な
者

⑶
　
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
永

年
勤
続
功
労
者

⑷
　
社
会
福
祉
活
動
を
継
続
し
て

い
る
功
績
顕
著
な
個
人
・
団
体
・

企
業

⑸
　
公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を

一
時
又
は
継
続
し
て
寄
付
し
た

個
人
・
団
体
・
企
業

２
　
推
薦
等
に
つ
い
て

　
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、
所
定

の
様
式
に
よ
り
推
薦
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
い
要
綱
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ

柏
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
〒
９
４
５－

０
０
４
５

　
　
　
柏
崎
市
豊
町
３－

59

　
　
　
電
話
22－

１
４
１
１
）

平
成
29
年
度

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　会
長
表
彰
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
　
日
赤
社
費
実
績
報
告

　
　
１
９
，
９
５
１
世
帯

　
　
１
１
，
７
３
１
，
７
５
５
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
に
は
赤
十
字
の
使
命

に
基
づ
き
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
救

護
体
制
の
強
化
を
始
め
、
救
急
法
等
の

普
及
講
習
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
協
力
金
や
寄
付
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
柏
崎
市
地
区
で
も

「
活
動
資
金
」
の
安
定
確
保
を
図
る
た

め
、
協
力
金
（
年
額
５
０
０
円
を
目
安
）

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
推
進
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
問
い
合
せ

　
日
本
赤
十
字
社
柏
崎
市
地
区
事
務
局

　
　（
〒
９
４
５－
０
０
４
５

　
　
　
　
　
柏
崎
市
豊
町
３－

59

　
　
　
　
　
電
話
22－
１
４
１
１
）

平
成
29
年
度

日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金（
協
力
金
）の
募
集
の
お
願
い

　こども食堂へのご寄付として、お米、乾麺、缶詰、レト
ルト食品などの食品を市民のみなさまからご寄付いただき
ました。いただいた食品は、平成28年12月２日（金）及び
平成29年３月10日（金）のこども食堂で使用したほか、４
月以降に開催するこども食堂でも活用させていただきます。
　みなさまのあたたかいお気持ちに感謝するとともに、今
後もこども食堂をあたたかく見守っていただければ幸いで
す。ありがとうございました。

ご協力ありがとうございます！

 寄付日 寄付者　氏名 金　額
 ２月３日 江部　吉一様 50,000円

 寄付日 寄付者　氏名 品　名
 ２月16日 ツチダ会計様 カレンダー 134本
   手帳　９冊
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　毎年、多くの学校やＰＴＡでは、こども
たちの「やさしさ」や「おもいやり」の気
持ちを育てるために、福祉体験等の研修会
や講座が計画されています。この講座は、
社会福祉協議会が学校やＰＴＡ行事に提供
する福祉教育推進プログラムをこどもたち
より一足先に体験できる講座です。学校の
先生、保護者の皆さん、こどもたちの福祉
体験を手伝ったり、ご自身の福祉体験をこ
どもたちに伝えたいという方！お気軽にご
参加ください。

▼と　き ５月 19 日（金）
 　① 13：30 ～ 16：00
 　② 18：00 ～ 20：30
 　　※昼の部と夜の部は同じ内容です。

▼ところ 柏崎市総合福祉センター
 　　　　　　　　　　　（豊町３-59）

▼内　容 ふくしってなんだろう
 車いす・高齢者擬似体験

▼問い合せ・申し込み
　柏崎市社会福祉協議会
　　柏崎市ボランティアセンター（22-1411）

柏崎市総合福祉センター内

ふれあい総合相談所【各種無料相談】のご案内

福祉教育サポーター養成講座

※昼の部と夜の部は同じ内容です。

柏崎市ボランティアセンター（22-1411）

※昼の部と夜の部は同じ内容です。※昼の部と夜の部は同じ内容です。

相談は無料で、秘密厳守いたします。
法律相談は事前予約が必要です。

悩みごとがあれば、
お気軽にお立ち寄りください。

問い合せ TEL：0257-22-1411

　�����心��������
������� 土��
	�����

�������� ����
���������� ­�	��

４・５月の 相談所カレンダー ４月
 日 月 火 水 木 金 土

5 月
 日 月 火 水 木 金 土

… 心配ごと相談

… 法律相談

… 司法書士相談

… 行政書士相談

… 税金相談

       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30      

  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31   

心配ごと相談 毎週月・火・木・金曜日 9：00～12：00 日常生活の悩みごと

法 律 相 談 毎月第１・３火曜日 13：00～15：00 法律全般に関すること

司法書士相談 毎月第４木曜日 13：00～15：00
不動産・会社 (法人 ) の登記に関する
こと、書類の作成に関すること、簡易
裁判所における代理に関することなど

税 金 相 談 偶数月の第２木曜日 13：00～15：00 税金全般に関すること

行政書士相談 奇数月の第３木曜日 13：00～15：00
交通事故、遺言、相続、離婚、成年後見、
悪徳商法等に関すること。ほか、各種
申請・届け出に関することなど

※心配ごと相談を受けた方が対象です（要予約）

スマイル車検
柏崎店 フリーダイヤル0120-365194

サン ロク ゴ　 イ　  ク　  ヨ

土日もOK!
完全予約制 ハイブリッド・EV車両の車検も

お任せ下さい。
ハイブリッド・EV車両の車検も
お任せ下さい。
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企業の皆様へ
柏崎市社会福祉協議会の特別会員を
募集しています
■会員特典として

・広報紙「福祉のひろば」への広告掲載
・ホームページへのバナー広告掲載

■特典・掲載には条件があります。
詳細は、当会へお問い合せください。

0257-22-1411柏崎市社会福祉協議会 地域福祉係

はじめての
ボランティア

「はじめてのボランティア  入 門 編 」

もっと発展した内容を学びたい方には、こちらも準備しています。

なにかしたいなって

　心が動き始めた人

　　　この指とまれ！

■申し込み・問い合せ　各回、開催の３日前までにお申し込みください。
　柏崎市社会福祉協議会　柏崎市ボランティアセンター（22-1411）

　趣味で覚えた特技がボランティア活動の一助になるこ
とも！ピエロの気分で、細長い風船をひねって、結んで
作るバルーンアートを覚えてみませんか？（宴会、歓送
迎会、各種行事にも応用できます。）

● と　き：5月13日（土）10：00 ～ 12：00
● ところ：柏崎市総合福祉センター（豊町３-59）
● 参加費：300円

「はじめてのボランティア 一 芸 編 」

　ボランティアとは、単なる無報酬の奉仕活動という意味ではありません。自己の自発的・主体的な意思によって社会の問題
の解決や、必要とされている活動を理解・共感し、勤労とは別に労働力、技術、知識を提供することです。
　いままでボランティアをしたことがない人、やってみたいけど踏み出せない人などのために、「はじめてのボランティア　
入門編」を開催します。

● と　き　 ① ４月 21 日（金）　18：30 ～ 20：00　　②４月 22 日（土）　10：00 ～ 11：30
● ところ　 柏崎市総合福祉センター（柏崎市豊町３-59）
● 内　容　 ●ボランティアとは？　　●知っておくべきポイントは？
● 参加費 無　　料

※①と②は同じ内容です。

　障がいのある人とボランティアが調理した手作り料理で
ランチをしながら交流します。

● と　き： ① ５月26日（金）
 　　プチ講座とランチ交流
 ② ６月16日（金）
 　　ゲストスピーカーを招いてランチ交流
　　　　　　　テーマ：障がいのある人の地域生活って？
● ところ：柏崎市総合福祉センター（豊町３-59）
● 参加費：各回300円（昼食代）

「はじめてのボランティア ランチ交流編」

両日とも10：00～14：00



問い合せ・申し込み

社会福祉法人

柏崎市社会福祉協議会  柏崎市ボランティアセンター

〒945-0045 柏崎市豊町 3-59

 柏崎市総合福祉センター内

 　TEL 0257（22）1411■ FAX 0257（22）1441

 　E-mail：ks-14@syakyou.jp

http://www.syakyou.jp/welfare/volunteer.html

講座・研修会・ボランティア活動情報はココ!!
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柏崎市ボランティアセンター情報コーナー

問い合せ・申し込み

社会福祉法人

柏崎市ボランティアセンター情報コーナー

次回は、新澤加代子さんです。

ボランティアをはじめたきっかけは？
友達から「おもちゃの城」という団体に誘われた
ことがきっかけです。活動場所も自宅から徒歩５
分の場所にあり、自分の好きなときに、できる範
囲で活動できたので、ハードルも低く、気軽に始
めることができました。
どんな活動をしていますか？
「おもちゃの城」では、毎週火曜と木曜の午前10
時から正午まで、柏崎市総合福祉センターを会場

に、おもちゃやボールなどたくさんの遊具を使ってこどもと遊びながら楽しい時
間を過ごしています。
どんなときにやりがいを感じますか？
ちっちゃくて、やわらかい手が触れた時の柔らかくて暖かい感触は心地よく、楽
しそうに遊ぶ親子の姿をみると「おもちゃの城」を続けていてよかったと心から
感じます。こんな風にやりがいを感じられるのも、こどもたちの笑顔という最高
の贈り物をいただいて、活動できているからだと思います。
最後にひとことお願いします
おもちゃの城に、たくさんの親子が集まって、笑顔でいっぱいにしたいと思って
います。みなさん是非、おもちゃの城に遊びに来てください！

vol.31今回は、竹内京子さんです。

ボランティアでつながろ   ！
企画

柏崎市ボランティアセンター情報コーナー

柏崎市ボランティアセンターをご存じですか？
ボランテ

ィア活動
を

してみた
いけど、

どこに行
けばいい

のかな？

ボランティアについて
知識を深めたいけど、
どうすればいいのかな？

答えは
柏崎市ボランティアセンターにあります。

お気軽にご相談ください(*^_^*)

●「ボランティア活動を始めたいんだけど、自分には、どんなボランティアができる
かな？」「ボランティアを始めてみたけど、なんだかうまくいかない。」そんな皆
様の活動相談を行っています。
●「ボランティアに協力してもらいたいんだけど、手伝ってくれる人いますか？」と
いったボランティアの募集相談を行っています。
●ボランティア登録を受付けており、登録された方には最新のボランティア募集情報
や研修会、助成金情報を提供しています。
●安心して活動ができるよう、ボランティア活動保険、行事用保険の申し込みを受付
けています。
●各種研修会、講演会、ボランティア同士の交流会の企画・開催・協力をしていま
す。
●当会ホームページにボランティアに関する様々な情報を掲載し、発信しています。

●「ボランティア活動を始めたいんだけど、自分には、どんなボランティアができる

普段はこんなことをしています！

ボランテ
ィアにつ

いて

相談した
いけど、

どこに行
けばいい

のかな？


